
量子力学演習問題 3略解
１次元空間中の粒子の運動
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よって正準交換関係が成り立つ。
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〈(Δx)2〉〈(Δp)2〉 = h̄2/4は不確定性関係 〈(Δx)2〉〈(Δp)2〉 ≥ h̄2/4 を満たす。
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右辺にシュレディンガー方程式を代入すると
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(7) 量子力学において粒子が、古典力学では越えられない障壁を、ある確率で通
り抜けること。


